
　　　　

令和7 年 1 月 27 日

10 時 0 分から 15 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
１．私たちは、障害を持った利用者の幸せを願い、医療と福祉の連携を図った療育の実践を進めて行きます
２．私たちは、社会福祉法人としての役割を十分認識し、その公益性を追求していきます
３．私たちは、法人経営の透明性を確保し、よりいっそう公正な法人運営をすすめていきます

事業所名 デイ緑ヶ丘 作成日児童発達支援プログラム

＜認知の特性についての理解と対応＞
・個々の利用者の認知の特性を理解し、自分に入ってくる情報を適切に処理出来るよう支援します。
＜感覚の活用や認知機能の発達＞
・視覚・聴覚・触覚などの感覚を十分活用して、これらの感覚から情報が適切に取得され、認知機能の発達を促す支援をします。

＜コミュニケーションの基礎的能力の獲得・活用・向上＞
・コミュニケーションに必要な基礎的な能力を身に付け、意志のやり取りが出来るように支援します。（表情・身振り・指差し・サインなど）

＜アタッチメント（愛着）の形成と安定＞
・利用者が基本的な信頼感を持つことが出来るように、環境に対する安心感・信頼感、人に対する信頼感、自分に対する信頼感を育む支援を行います。
・自身の感情が崩れたり、不安になった際に、大人が相談にのることで、安心感を得たり自分の感情に折り合いをつけたり出来るよう「安心の基地」の役割を果せるよう支援します。

支援方針

＊個を尊重した暮らしを大切にします（集団の中で一人ひとりの願いが、消えてしまわないように、「どうしたら叶えられるか」を考えます）
＊生活の場をふれあいの場として大切にします（毎日の暮らしの援助を「やさしく」「急がず」進めることで、お互いが仲良くなれます）
＊療育と支援のあり方を常に省みる姿勢を持ちます（医療も、生活も「今やっていることが一番良い方法」と決めつけることは出来ません。色々な取り組みをして、利用者の姿を
　見つめる事を大切にします）

営業時間 送迎実施の有無
月曜～金曜日
児童発達支援

隔週土曜日（１・３・５）
放課後デイ

主な行事等
　お誕生会・七夕祭り・ハロウィンパーティー・クリスマス会・成人を祝う会　など

家族支援

・発達状況や特性の理解に向けた相談援助。
・家族の子育てに関する困りごとに対する相談援助。
・保護者同士の交流の機会の提供。（保護者懇談会）
・介護用品などの情報提供。

移行支援

・進路や移行先の選択について、本人や家族への相談援助。
・併用利用先や学校等と、利用者の状態や支援内容等について
　情報共有や支援内容等の擦り合わせなどの連携。

地域支援・地域連携

・利用者が通う学校や併用利用先との情報連携や、支援方法や環境調整等に
　関する相談援助。
・利用者が通う医療機関等との情報連携。 職員の質の向上

・同法人の事業所と連携し、事業所内で研修を実施。
・外部研修への派遣。

支　援　内　容

＜健康状態の維持・改善＞
・健康状態の把握と対応をします。（障害の特性等に配慮し、適時バイタルサインを測定すると共に、小さなサインも見逃さず心身の異変に気付けるよう、きめ細やかな
　観察を行います。利用中に体調に異変がある場合には、速やかに保護者へ状況の報告をさせていただきます。）
・リハビリテーションを実施します。（利用者の機能をさらに発達させるよう、理学療法士・作業療法士が障害特性に応じたリハビリテーションを提供します。）
・医療的ケア児へ、適切なケアを実施します。（利用者の医療濃度に応じた医療的ケアを実施します。）

＜保有する感覚の活用＞
・視覚・聴覚・触覚・臭覚　等の感覚を、十分活用出来るよう、遊び等を通して支援します。（音楽活動：歌・楽器　制作活動：筆・クレヨン・絞り染め・ちぎり絵・スタンプ
　感覚活動：小麦粉粘土・スライム・水風船　体を動かす活動：ボール　季節の活動：水遊び　など）
＜感覚特性への対応＞
・感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえ、環境調整等の支援を行います。本

人
支
援


